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序 文タ イ の 音 楽 に お い て 、 全 国 的 に 人 気 の あ る ジ ャ ン ル の 一 つ であ る 「 プ レ ー ン ・ ル ー ク ト ゥ ン 」 は 文 化 的 価 値 が あ る 音 楽 と 現在 高 く 評 価 さ れ て い る 。  ル ー ク ト ゥ ン  （
ลูกทุ่ง ）  と い う 言 葉 は 本 来 、
タ イ 王 立 学 士 院 発 行 の 国 語 辞 典
に よ る と 、 田 畑 で 働 き 生 計 を 立
て て い る 人 と 定 義 が 、 実 際 に 日 常 的 に 利 用 さ れ て いる ニ ュ ア ン ス は 田 舎 者 と い う 意 味 で あ る 。 音 楽 の 一 ジ ャ ン ル とし て 「 ル ー ク ト ゥ ン 」 と あ る が 、 厳 密 に は 曲 と い う 意 味 を 持 つ「 プ レ ー ン 」  （
เพลง ） を 付 け 、  「 プ レ ー ン ・ ル ー ク ト ゥ
ン 」 と い
う 呼 び 方 と な る 。
タ イ 教 育 省 国 家 文 化 委 員 会 事 務 局 の 定 義 で は 、  「 プ レ ー ン ・
ル ー ク ト ゥ ン 」  （
以 下
ル ー ク ト ゥ
ン） は 特 有 の 表 現 方 法 、 特 徴 的
な 旋 律 、  歌 詞 、  訛 り 、  歌 い 方  ・  演 奏 法 を 有 し て お り 、  そ れ に よ って 地 方 の 雰 囲 気 を 表 な が ら も 、 タ イ に お け る 生 活 社 会 の 在り 方 、 考 え 方 文 化 な ど を 歌 う 曲 と し て い 。 日 本 の 音 楽 で 例え る な ら 、 演 歌 が 一 番 近 い だ ろ う 。 こ の 音 楽 ジ ャ ン ル に 「 ル ーク ト ゥ ン 」 と 名 付 け ら れ た の は 一 九 六 四 年 で あ る が 、 該 当 す る曲 自 体 は そ れ よ り 古 く か ら あ り 、 初 め て の ル ー ク ト ゥ ン の 曲 と タ イ 料 理 を 歌 う 「 ル ー ク ト ゥ ン 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
コ ー ス ィ ッ ト ・ テ ィ ッ プ テ ィ エ ン ポ ン
さ れ て い る 『 お お 、 農 民 の 少 女 よ 』 と い う 曲 は ラ ジ オ ド ラ マ の挿 入 歌 と し て 一 九 三 八 年 に 登 場 し た 。
ル ー ク ト ゥ ン は 、 作 詞 ・ 作 曲 さ れ た 時 点 の タ イ 社 会 の 風 景 、
価 値 観 、 方 言 を 表 す 曲 が 多 く 占 め て お り 、 歴 史 的 な 記 録 と も 見な さ れ て い る 。 大 き な 特 徴 は 基 本 的 に 民 謡 の う に 単 純 な 言 葉が 中 心 の 歌 謡 で あ り 、  そ の 表 現 も 率 直 で あ る 。 一 例 と し て 、  『 奥さ ん を 持 っ て き た の か 』  （
พกเมียมาด้วยเหรอ ） と い う 、 あ る 女 性 が
既 婚 の 男 性 に 恋 し 親 密 に な り た が る 、 あ る 日 そ の 男 性 が 妻 を連 れ て く る 光 景 を 目 に し  て し ま う 曲 が あ る 。  そ  の 歌 詞 は  「 え ！
奥
さ ん を 持 ち 歩 い て き た の ？
奥 さ ん を 持 っ て き た の ？
も っ
た い な い ！ 」 と 率 直 に 表 現 し て い る 。
ま た ル ー ク ト ゥ ン の 内 容 は 、 他 の 音 楽 ジ ャ ン ル よ り も 幅 広
く 、 例 え ば 、 恋 愛 、 苦 労 、 貧 困 、 売 春 、 悲 哀 、 郷 土 愛 略 奪 愛 、愛 国 心 、 物 語 、 そ し て 料 理 な ど で あ る 。 本 稿 で 取 り 上 げ る の は料 理 を モ チ ー フ に し た 代 表 的 な ル ー ク ト ゥ ン で あ り 、 そ の 表 現と 雰 囲 気 は そ れ ぞ れ 違 う 。 以 降 紹 介 す る 三 曲 よ り 世 界 的 に 有名 に な っ た タ イ 料 理 「 ト ム ヤ ン ク ン 」 以 外 に も 、 ル ー ク ト ゥ ンの 歌 詞 を 通 じ て タ イ 料 理 の 多 様 性 を 認 識 で き だ ろ う 。
本 稿 の 著 作 権 は 著 者 が 保 持 し 、 ク リ エ イ テ ィ ブ ・ コ モ ン ズ 表 示 4. 0 国 際 ラ イ セ ン ス ( C C- B Y)  下 に 提 供 し ま す 。
 htt p s:// cr e ati v e c o m m o n s. or g/li c e n s e s/ b y/ 4. 0/ d e e d.j a
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T h ai F o o d i n L u k T h u n g  S o n g s, K o sit TI P TI E M P O N G
一 、
 調 理 方 法 を 歌 う 『 ソ ム タ ム 』
　
ソ ム タ ム （
ส้มตำา ） と は 料 理 の 一 種 で 、 青 パ パ イ ヤ を 中 心 に ニ
ン ニ ク 、 唐 辛 子 、 ラ イ ム 、 干 し エ ビ な ど を 臼 の 中 で 搗 い て 作 る甘 酸 っ ぱ く 辛 い サ ラ ダ で あ る 。 本 来 ソ ム タ ム と い う 料 理 名 は 総称 で あ り 、 青 パ パ イ ヤ の 代 わ り に 人 参 や 青 マ ン ゴ ー な ど を 使 うこ と も あ り 、  地 方 に よ っ て 名 称 が  「 タ ム ソ ム 」  （
ตำาส้ม ）  と も 言 う 。
そ の 作 り 方 を 歌 っ て い る 『 ソ ム タ ム 』 と い う 曲 が よ く 知 ら れ てい る 。 次 の 歌 詞 を 読 む だ け で 調 理 方 法 が 分 か る 。
こ れ か ら 美 味 し い 食 べ 物 に つ い て 教 え る よ 。そ れ は よ く 食 べ ら れ 、 美 味 し い ソ ム タ ム だ 。作 り 方 も 簡 単 で 次 の 通 り だ 。と て も 素 晴 ら し い 作 り 方 だ 。手 頃 な 大 き さ の パ パ イ ヤ を 買 っ て き て 、切 り 刻 み に 切 刻 ん で 、  切 取 り に 切 り 取 る 。 量 は 若 干 で い い 。唐 辛 子 と ニ ン ニ ク を 搗 く
と 、 素 晴 ら し い 香 り が 出 る 。
魚 醤 と ラ イ ム 、 そ し て 砂 糖 、 あ る い は パ ー ム シ ュ ガ ー が あ っ たら 、 そ れ を 入 れ る 。し っ か り 美 味 し く 味 付 け し て ね 。そ し て パ パ イ ヤ を 入 れ る こ と だ 。あ 、 そ う だ 。 良 質 な 、 粉 の 干 し エ ビ を 入 れ る の を 忘 れ な い で 。ト マ ト も 早 く 、 イ ン ゲ ン 豆 も 急 い で 入 れ よ う 。終 わ っ た ら 、 台 所 か ら 持 ち 出 す 。も ち 米 と 一 緒 に 食 べ る あ ち こ ち み ん な に 配 る 。
よ い 香 り に 魅 了 さ れ て 、 よ だ れ が 出 そ う に な る 。そ の ラ オ ス の ソ ム タ ム の レ シ ピ を 書 き 留 め て き た 。食 べ す ぎ る 人 は 、 お な か を 壊 す よ 。 気 を 付 け て 。あ と 、 お ま け の ア ド バ イ ス に 従 え ば 、 と て も 気 に 入 る と 思 う 。焼 き 鳥 と 一 緒 に 食 べ た ら 、 ど う ？
　 き っ と 美 味 し い よ 。
　
こ の 曲 は 若 い 時 か ら ル ー ク ト ゥ
ン に 興 味 を 持 っ て い る シ リ ン ト ーン 王 女 が 一 九 七 〇 年 に 、 当 時 十 五歳 で 作 詞 ・ 作 曲 し た 。 一 番 よ く 知ら れ て い る の は 一 九 九 一 年 七 月 に行 わ れ た 第 二 回 「 半 世 紀 の タ イ のル ー ク ト ゥ ン 」 の 大 イ ベ ン ト で 、タ イ の 代 表 的 な 女 性 歌 手 プ プ ァン  ・  ド ゥ ア ン チ ャ ン に 歌 わ れ た バ ージ ョ ン で あ り 、 ル ー ク ト ゥ ン の 代表 曲 の 一 つ と な っ て い る 。 そ れ 以降 、 様 々 な 歌 手 が ル ー ク ト ゥ ン 形式 と し て カ バ ー し 、 ロ ッ ク 形 式 まで も 歌 わ れ て い る 。
二 、
 口 説 き に 対 す る 皮 肉 と し て の 「 ナ ム プ リ ッ ク 」
　
ナ ム プ リ ッ ク
(น้ำาพริก ) は タ イ の 典 型 的 な 家 庭 料 理 の 一 つ で 、ソ ム タ ム  （  パ  パ イ ヤ  サ ラ ダ  ）
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唐 辛 子 を 搗 き 、 細 か く 刻 ん だ 魚 肉 、 ニ ン ニ ク 、 エ ビ ペ ー ス ト など の 具 材 を 混 ぜ 味 噌 の よ う に し て 野 菜 と 一 緒 に 食 べ る お か ずで あ る 。 作 り 方 は 簡 単 で 唐 辛 子 と 魚 醤 だ け の 場 合 も あ る 。 庶 民的 な レ シ ピ も あ れ ば 、 と て も 高 級 な も の も あ る 。 し か し 、 単 純な イ メ ー ジ が あ る か ら こ そ 庶 民 の イ メ ー ジ が 強 い 。 こ れ が モチ ー フ に り 、  『 ご 飯 と ナ ム プ リ ッ ク を 食 べ る 』
(กินข้าวกับน้ำาพริก )
と い う 曲 が で き 、 曲 中 の 女 性 上 流 階 級 を イ メ ー ジ さ せ る 美 貌を 持 っ て い る が 、 実 際 に 食 べ て い る も の は 高 級 な 料 理 で は なく 、 単 な る 庶 民 の 唐 辛 子 味 噌 だ け と い う 内 容 で あ る 。
　
ほ ら 、 誰 よ り も し つ こ く 聞 い て く る な ん て 、鶏 の よ う な 好 色 漢 の あ な た 、 う つ ろ な 目 つ き で 私 を 見 て い る 。口 が う ま い
ね 、 か っ こ い い お 兄 さ ん 、 私 を 口 説 こ う と し て い る
の ね 。私 に 会 っ た の は 一 瞬 で し か な い の に 、 ほ ら 、 甘 え て く る 。ご 飯 と ナ ム プ リ ッ ク を 食 べ て い る か ら 、 ん な 美 人 に な っ た の よ 。私 の 家 族 は 裕 福 で は な い の よ 。 エ ビ と 貝 し か な い の よ 。田 舎 者 の よ う に 野 菜 を 取 っ て き て 水 を 桶 で す く っ て く る 。夕 方 に な る と 、 運 河 で 水 浴 び を す る し 、 運 河 に 体 を 浮 か ば せ て遊 び た い 。見 た 目 を よ く す る た め に 整 形 体 に 偽 物 や 変 な も の を 入 れ たこ と が な い 。ア ブ 、 蚊 、 ヌ カ カ （ 糠 蚊 ）  、 ダ ニ 、こ れ ら は 私 の 肌 に 近 づ こ う と し て も 寄 っ て こ な い 。
ナ ン パ し て く る 男 が い て も 警 戒 し な き ゃ 。私 を 少 し 見 る の は 構 わ な い け ど 、 そ れ 以 上 は だ め よ 。何 を 食 べ て こ ん な に 美 人 に な っ た の か っ て ？常 に 美 人 だ し 、 自 然 の ま ま よ 。厚 化 粧 な ん か し な く て も 、 と っ て も 魅 力 的 だ よ 。都 会 の 人 は 長 い 丈 の ス カ ー ト を 履 き 、 ハ イ ヒ ー ル も 履 く け ど 、い つ か 転 倒 す る か も よ 。そ ん な 恰 好 で 私 の 家 の 近 所 を 歩 い て み る と 、 六 メ ー ト ル も し ない う ち に 、畦 道 か ら 転 倒 し て し ま い 、 上 の 空 の 状 態 の 目 つ き に な る わ
。
　
こ の 曲 は 先 に 発 表 さ れ た 曲 の 歌 詞 に 対 し 、 全 く 同 じ メ ロ
デ ィ ー に 「 答 え 」 の よ う な 歌 詞 を載 せ 歌 う 「 プ レ ー ン ・ ケ ー 」
（
組 打
ち 曲
） で あ る 。 人 間 国 宝 で あ る 女
性 歌 手 ポ ン シ ー ・ ウ ォ ー ラ ヌ ッ トが 歌 う 『 ご 飯 と ナ ム プ リ ッ ク を 食べ る 』  （
一 九 七 五
） は 男 性 歌 手 サ ー
ヤ ン ・ サ ン ヤ ー の 『 何 を 食 べ て 綺麗 に な っ た の 』  （
一 九 七 五
） に 対 す
る 答 え に な っ て い る 。 両 曲 は チ ョン ラ テ ィ ー  ・  タ ー ン ト ン が 作 詞  ・作 曲 し た 名 曲 で あ る 。　
歌 詞 は 地 方 の 雰 囲 気 を
表 し な が
ら 、 う ま く ナ ム プ リ ッ ク を 曲 中 にナ ム プ リ ッ ク と  野  菜
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タイ料理を歌う「ルークトゥン」　コ スーィット・ティップティエンポン /
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導入している。皮肉を言う一方、 「田舎者のように野菜を取ってきて水を桶ですくってくる」のフレーズがあるように、素朴で都会の生活に染まっていないタイ女性
のイメージを表して
いる。また「裕福ではないのよ、エビと貝しかないの」というフレーズでは、当時のタイにおける一般的な庶民の生活 様子を描いており、現在と違い、エビや貝などは贅沢なものではなく、わざわざ店舗で購 するものではなく、周囲で簡単に取ることができた。三、ユーモア豊富の架空のタイ料理
　
　
料理について歌っているタイの曲の中で、想像力の豊かさと
登場する料理の数から見ると、一番高く評価できるの 『おかずは処刑人』
(กับข้าวเพชฌฆาต ) （
一九七？
）という曲だろう。馴染
みのあるタイ料理をモチーフにし、 動物、 道具、 武器を工夫し、具材として新たな料理を生み出すこの曲は、聞いてみると、笑いだしながら、引いてしまうぐらい、面白い曲である。またその料理の数（
下線部
）は二十二種類であり、これ以上料理名を
登場させる曲がないと言っ も過言ではない。
　
今日は誕生日パーティー、お祝いしよう、一緒に楽しもう。私はあなたにご馳走したく料理を作ったよ。今日の かずはきっと心に残るおいしさよ。
オー、オー、オー、オー
 
料理の腕は誰も私には敵わない。みんなあちこち噂しているよ。今日若い男女が集まっている。おかずもデザートも作ってお た。お金を持ち寄ら くて結構、さあ食べましょう。今日は誕生日パーティーだから、大丈夫どれほど私の腕がすごいか、立 寄っ 味わってみてね。黒猫のピリ辛炒め、象のトムヤムス プ。おーい、竹藪入りオナガザルスープ。ガマガエル カレーソースかけ、そして焼きヤモリも よ。また大ヤモリの生姜炒め、具材を詰めた猿料理。美味しい銃弾入りケーンサムスープ。爆弾入りカオラオスープ、玉ねぎも入れるよ。金槌パネーンカレー、甘酸っぱいバール炒め、棒のさつま揚げ、斧刃の天ぷら 天ぷらだよ。ツボクサと銃 スープ、ポケットナイフ入りマッサマンカレー、大砲カレ 蒸し。デザートもあるよ、それは冷やし包丁で、胃がひりひりする。棒も甘くてカリカリするよ、砂糖漬けの鍬だよ。信じられないなら、食べてみて、気に入るよ。扇椰子の砂糖の煮つけもバ ナの幹のチ もある。刀のココナツミルク煮も私は作れ 。ココナツは皮も剥かず実のまま入れるし、
90
東京外国語大学総合文化研究所　総合文化研究　第 22 号（2018）
Tokyo University of Foreign Studies, Trans-Cultural Studies No.22 (2018)
作詞家の想像力とユーモアは感じられる。結び　
本稿で取り上げているルークトゥンの曲は共通テーマがタ
イ料理だが、そのタイ料理はそれぞれ違う方向で扱われている。登場している料理は大幅に工夫さ 、調理方法、口説きに対する皮肉がらみの返事、そして怒りを込めて作られた空想の食べ物として表現されており、タイ人にとって印象に残っている曲である。
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　『おかずは処刑人』は笑いを取りながら、 「プレーン・チョイ」 （
เพลงฉ่อย ）というタイの民謡の歌い方を導入し、アップテ
ンポのルークトゥンとして体を動かしたくなる曲である。曲名の通り、そのおかずは食べた人を困らせ、最悪の場合、処刑人のように死に至らせる危険な料理の数々である。この も第二回「半世紀のタイ ルークトゥン」のコンサートで歌われた。歌い手 女性歌手クワンチッ ・シープラチャンは誰かに怒っているだろうと思わせる。　
曲中に登場する料理名は非常に興味深く、あり得ない料理ば
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詞・作曲したチゥ・ピチットはわざと今日の誕生日パーティーに「黒猫のピリ辛炒め」もあるよとお客さんを誘っている。他に登場している動物 、すなわち、 象、 オナガザル、ガマガエル、ヤモリ、大ヤモリ、そして猿、普段タイ人は食べ いものである。言葉遊びを通じて
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